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V332a CTA大口径望遠鏡のための SiPMモジュールに装着する集光器の開発
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チェレンコフ望遠鏡アレイ (CTA)は南北両半球に複数の望遠鏡を設置し宇宙における極限的な現象から放出さ
れるガンマ線を観測する国際共同計画である。現在カナリア諸島の天文台で 23m口径の大口径望遠鏡が 1台稼働
している。20GeV以上のエネルギーを持ったガンマ線が大気中で生成した空気シャワーを検出し、ガンマ線のエ
ネルギーと到来方向を測定する。この望遠鏡のカメラには光電子増倍管 PMTが 1855本装着されており、画素サ
イズは 5cm＝ 0.1度、カメラ全体の視野は約 4.3度である。このカメラに半導体検出器 SiPMを使い、画素サイ
ズを半分の 2.5cmに変えて分解能を上げることを検討している。不感領域を減らし主鏡以外から入射する夜光を
除去するため、SiPMに搭載するライトガイドを開発した。コンピュータシミュレーションにより集光効率が高
くなるように形状の最適化を行い、その設計をもとに 3Dプリンタで部品を製作することでコストを抑えた。ま
た、SiPMはノイズとなる赤外線に対する感度が高いため、ライトガイドに長波長の光を除去する反射鏡を採用
している。この鏡は薄いガラスの上に多層膜コーティングをして制作しており、3Dプリンタで制作した部品に接
着した。本講演ではこの SiPM用ライトガイドの開発状況について報告する。


